
学習日：　　月　　　日

2020 年度　久留米大学附設高校【数学】大問５
下図のような正四面体Ｐ－ＡＢＣＤがあり、すべての辺は球面Ｓに接している。球面Ｓの中心Ｏ
は、頂点Ｐから底面ＡＢＣＤに引いた垂線ＰＨ上にある。辺ＰＡと球面Ｓの接点をＱとする。
球面Ｓの半径が１、ＯＨの長さが√２/４のとき、次の問いに答えよ。 

（１）
線分ＡＨの長さを求めよ。

（２）
線分ＯＡ、ＱＡの長さをそれぞれ求めよ。

（３）
線分ＰＯ、ＰＱの長さをそれぞれｘ、ｙとする。ｘ、ｙの値を求めよ。

（４）
二等辺三角形ＰＡＢの内接円の半径ｒを求めよ。
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＠検証用＠
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